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Bhaf!ikaν＇Ya「雑多の部」の研究－第1章の考察ー＊

川村悠人

0. バッティ（Bhani、6世紀から 7世紀）が著した Bhaf!ikavyaは、大叙事詩RamayaT;,aを題材と

して英雄ラーマ（Rama）の物語を描きながらパーニニ（Pa9ini、紀元前500年）の文法規則を例

証することを企図した美文論書（kavya鈎stra）であるlo

同作品は、全22章（sarga)1625詩節よりなるに後代の伝承者達が各章に与える名称及び章を

構成する詩節の数は以下の通りである30

章番号 章名 総詩節数

「ラーマの誕生」（ramasambhava) 27 

2 「シーターとの結婚」（sitapari9aya) 55 

3 「ラーマの旅立ち」（ramapravasa) 56 

4 「ラーマの旅立ち」（ramapravasa) 45 

5 「シーターの誘拐」（sitahara9a) 108 

6 「スグリーヴアの濯頂」（sugrlvabhi号eka) 143 

7 「シーターの捜索」（sitanve~a9a) 108 

8 「アショーカヴアニカーの破壊」（afokavanikabhailga) 131 

9 「ノ、ヌーマットの制御」（marutisaip.yama) 137 

10 「ノ、ヌーマットの観察」（marutidarfana) 74 

11 「夜明けの描写」（prabhatavar9ana) 47 

12 「ヴ、イビーシャナの到来」（vibhI~a9agamana) 87 

13 「橋の建設」（setubandha) 50 

14 「矢の嵐」（farabandha) 113 

15 「クンバカルナの殺害」（kumbhakafl).avadha) 123 

16 「ラーヴァナの嘆き」（rava9avilapa) 42 

17 「ラーヴァナの殺害」（rava9avadha) 112 

18 「ヴィビーシャナの嘆き」（vibhI~anapralapa) 42 

19 「ヴィビーシャナの濯頂」（vibhI~a9abhi~eka) 30 

＊本研究はJSPS科研費25・1124の助成を受けたものである。
l美文論書の詳細については川村［20l 3a: 99-108］を見よ。また、 Bhaffikavyaの研究史については川村
[2013b; 2013c: 41 64］を参照せよ。
2総詩節数は、ジャヤマンガラ（Jayamangala、7世紀から 11世紀）が著した現存する最古の注釈書
Jayamaligalaに基づく。マッリナータ（Mallinatha、14世紀から 15世紀）のおrvapathfnaに基づけば1613
である。
3章の名前と詩節数はJayamaligalaを収める Bapata[1887］に基づく。なお、 Bapata本では第 14章の章
名は与えられていないが、 Joshi/Pa9sikar本では「矢の嵐」（farabandha）とし寸名前が与えられているので、
それに従う。
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「シーターの拒絶」（sitapratyakhyana)

「シーターの浄化」（sitasarp.sodhana) 

「アヨーデイアーへの帰還」（ayodhyapratyagamana)
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注釈家達によれば、上記22章より構成される Bha!fikiivyaはそれが持つ論書的側面から以下のよ

うな四つの部（kaJ?.c.Ia）に分けられる4。

1.特定の支配規則（adhikarasiitra）や主題（adhikara）を前提としない種々雑多な規則（prakI町a)

が不規則に例証される雑多の部（prakifJ?.akaJ?.c.Ia、第1章一第5章第96詩節） 5 

2.特定の支配規則や主題を前提とする一群の文法規則料順番に例証される主題の部（adhikaraka-

J?.c.Ia、第5章第97詩節ー第9章） 6 

3.詩学上の諸規定が例証される明断の部（prasannakaJ?.c.Ia、第 10章一第 13章）

4. lET (Vedic Subjunctive）を除く九つのl音（lakara）に関わる諸規則とそれらにより派生す
る多様な定動詞形が扱われる定動詞の部（ti白antakaJ?.c.Ia、第 14章一第22章第23詩節） 7 

4 Bha!fikavyaの構成については川村［2012:89-90］で詳説したが、後日多数の不備と誤りがあることが発
覚したため、以下に再度同作品の構成を説明する。
ジャヤマンガラは Bhaffikiivya の構成について次のような説明を与える。 Jayamaftgala on 
BhK 1.1: lak~ymµ lak~m:iarµ cobhaymn ekatra vidu切り pradar臼yiturμ srisvamisunuちkavirbhaginおna
ramakathasraymn油akavy抑 cakaraI ta制 hyasyopanibandhanarμ kavina dvidha lqtmn I ekmμ lak抑制白c北地
pra恒町adhikaraprasannatiilantak拘4泊scaturbhiりIdvitiymμ lak~yasucakai ramasmμbhavadibhir dvavirμsatya 

sargai与Itatra lak~a早arµ dvividharμ sabdalak~al).創p kavyalak~al).arp. ca I tatra prathamasya pra恒fl).adhika-

ratiilantaka判亘凶Idvifiyasya prasannakiil).~am I （「〈特徴付けられるべきもの） (lak~ya）と〈特徴付けるもの〉
(lak~aQ.a）の両者を同時に賢者達に明示するため、シュリースヴァーミンの息子であるパッティという名
の詩人は、ラーマの物語に依拠する大美文（m油akavya）を創った。即ち、詩人はこれ（大美文）を二様に
構成した。第一に、〈特徴付けるもの〉を示唆する、雑多の部、主題の部、明噺の部、定動詞の部という四
つ［の部］によって。第二に、〈特徴付けられるべきもの〉を示唆する、『ラーマの誕生』をはじめとする
22 の章によって。そのうち、〈特徴付けるもの〉は〈正語を特徴付けるもの〉（臼bdalak~aQ.a、文法規則）と
〈美文を特徴付けるもの） (kavyalak明卵、修辞や詩的美質）の二種である。そのうち、前者は雑多の部、主
題の部、定動調の部で扱われ、後者は明瞭の部で扱われる」）
パラタマッリカ（Bharatmnallika、17世紀後半）はジャヤマンガラの説明を踏襲する。 Mugdhabod-
hinf on BhK 1.1: bharq-harinama kavi与sriramakathiisrayarμ mahakavyam cakara I atra sargabandho la-
k~yasucanaya kiil).~abandho lak~al).asucanaya I atra sarga dvavi凶 tiりprakifl).adhikaraprasannatiilantakaQ.9iini
catvari I §abdalak~al).akavyalak~a明bhedal lak~a明rµdvividham I tatra ka判atraye8abdalak~al).mp. prasannak匂9e
kavyalak~叫畑／（「バルトリハリという名の詩人は、高潔なるラーマの物語に依拠する大美文を創った。こ
の［作品中］で、章の連結は〈特徴付けられるべきもの〉を示唆するためのものであり、部の連結は〈特徴
付けるもの〉を示唆するためのものである。この［作品中］には22の章があり、雑多の部、主題の部、明
断の部、定動調の部という四つ［の部］がある。〈正語を特徴付けるもの〉と〈美文を特徴付けるもの〉の
区別があるから、〈特徴付けるもの〉は二種である。そのうち、三部（雑多の部、主題の部、定動詞の部）
ではく正語を特徴付けるもの〉が［示唆され］、明断の部では〈美文を特徴付けるもの〉が［示唆される］」）
マッリナータもジャヤマンガラが与える区分を受け入れている。
5 Jayamaftgala on BhK 1.1: yatroccavacena bahunarμ lak~al).anarµ prakaral).mp. tat prakln:iakaQ.9am // （「多数
の文法規則が多様に取り扱われるのが雑多の部である」）
6Jayama政galaon BhK 5.97: it功 p制 m adhikaraka判mnucyate I yatra pradhanyenaikaikam adhilqtya 
lak判明mpradarsitam tad adhikarakaQ.9am I （「これより、主題の部が述べられる。主に一つ一つのものを
主題として文法規則が明示されるのが主題の部である」）なお、主題の部は雑多の部を構成する第5章の
途中から始まるので、第5章は雑多の部と主題の部の混合体（misraka）と言われる。 Jayamaftgalaon BhK 
5.97: evafi ca lqtva misraka ucyate I dvayor apy atra pradhanyena vivak~itatvat I （「そしてこのように考えた上
で、［第5章は雑多の部と主題の部の］混合体と言われる。［雑多の部と主題の部の］いずれもこの［章］で
は主要なるものとして意図されているから」）
7 Jayamaftgala on BhK 14.1: suptiilvyutpattau yat sau~J:havarµ tad api kavyasyailgmn uktam I ata与prasan-
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これら四部のうち、明断の部は作品の詩学部門をなし、残りの三部は文法学部門を構成する。そ

して、作者自身の言葉から明らかなように8、Bhaf!ikavyaの主眼は文法学部門における規則例証

にある。

文法学部門を構成する三部のうち、最も複雑な様相を呈しているのが雑多の部である。主題の

部や定動詞の部に比べて、規則例証に法則性が見られない雑多の部では例証される規則を特定す

ることが非常に困難だからである。しかし、雑多の部ではどの詩節のどの表現によってどの規則

の例証が意図されているのかを特定することは全く不可能であるかと言えば、決してそうではな

い。雑多の部にも、例証される規則を特定することができる詩節が数多く存在するからである。

本稿では、雑多の部の研究の第一歩として第1章を考察する。以下では、第 l章を構成する詩

節（全27詩節）の中から注目すべき諸詩節を取り上げて、詩節中の表現とそれにより例証される

規則に検討を加える。そして、 1.パッティが雑多の部でも特定の規則を例証するために特定の語

を意図的に選んで使用していること、 2.雑多の部における規則例証には主題の部における規則例

証を補助する役割があることを明らかにする。

1. BhK 1.1-27 

まずBhK1.1 27は以下の通りである90

BhK I.I: abhun n叩ovibudhasakh功para:rμtap功

srutanvito dafaratha ity udahrta与／

gu早airvara:rμ bhuvanahitacchalena ya:rμ 

sanatanaちpitaramupagamat svayam // 

神々の友かっ敵軍を苦しめる者にして、ヴェーダに通暁するダシャラタと呼ばれる王

がいた。永遠なる者（ヴィシュヌ）は三界に思恵を施すのを名目として、美質の点、で

最上なる彼を自ら父として受け入れた100 

nakal)<;ianantara111 tinkiil)<;ia111 fabdalak判明prayogartha111kathyate I tatra lasya sth忌netibaday功Ilakaras ca nava 
le!as chandovi~ayatvad iti I （「名詞接辞で終わる項目と定動詞接辞で終わる項目の派生形に存する［語形の］
正しさも美文の要因であると言われる。これ故、明噺の部の直後に、文法規則（正語を特徴付けるもの）
［の例証］と正語の使用法［の教示］のために定動詞の部が語られる。そこ（定動詞の部）では、 l音の代
わりにtiP等が代置された［語形が使用される］。そして［定動詞の部で扱われる］ I音は九つで、ある。 IET
はヴェーダの領域に属するものであるから」）
なお定動詞の部はBhK22.23で終了し、残る BhK22.24-31では種々雑多な規則の例証がなされ （Sa円 a-
pathfna on BhK 22.24: pun功prakifl)akamevadhilqtyaha）、 BhK22.32-35では作品の目的（prayojana）とそ
の達成子段及び作品が著された場所が語られる。
8BhK 22.33: dipatuly功prabandho’ya111fabdalak~al)acak~u~am I hastamarfa ivandhana111 bhaved vyakaral)iid 
.rte II （「この作品は文法学［正語を特徴付けるもの］を眼とする者達にとっては灯火に等しい。文法学を知
らなければ、［この作品の読解は］盲者達が手で［何かに］触れるようなものであろう J）当該詩節におけ
るテクストの問題については川村［2012:95-96, fns. 56-58］を見よ。
9最も古い注釈書が伝える読みの方が原典に近い可能性が高いと考えられるため、本稿で提示するテク
ストとi節番号は注記しない限り Bapata[1887］に基づいている。詩節の解釈に影響を与えない些細な異読
の注記は省略するが、注釈家達の聞に重要な異読が見られる場合にはその都度考察を加える。
なお、川村［2013a:65, fn. 5; 2013b: 122.5-8; 2013c: 45］で指摘したように、 Bhaf!ikavya第 l章の邦訳を
提示した干ll出［2012］には実に多くの誤植と誤訳が見受けられる。以下ではその中でも問題が大きいものを
取り上げ、翻訳の修正を促したい。
10当該詩節を和田は次のように訳す。
和国［2012:279.10 14］：賢者の友人（vibudha sakha）であり，敵を調伏し（para111-tapa），知識に恵まれ
た（sruta-anvita），ダシャラタ（dafaratha）という（iti）名（udah.rt功）の王（n.fPa）がいた。永遠なる者
(sanatana ＝ヴイシュヌ）は，自ら（svayam）諸美徳（gul)a）によって善（vara）である彼を（ya111），世界
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BhK 1.2: so’dhyai斜avedfuμs tridasan aya~ta 

pitfn ap記 tsamama甲stabandhiin I 

vyaje~ta ~a<;tvargam ara甲stanitau 

samiilaghatarμ nyavadhid arirμs ca II 

彼はヴ、ェーダを学び、神々を祭り、祖霊達を喜ばせ、親族達を敬い、［愛欲等の］六つ

の敵に勝利し11、政略を実践して外敵を根絶やしにした。

BhK 1.3: vasiini toyarμ ghanavad vyak盈'it

sahasanarμ gotrabhidadhyavatsit I 

na tryambakad anyam upasthitasau 

yasfuμsi sarve~ubhrtfuµ nirasthat II 

彼は雲が水を注ぐが如く富みを分け与え、山の破壊者（インドラ）と共に座し、三眼

者（シヴァ）以外の者には仕えず、一切の射手達の名声を奪った120

BhK 1.4: pm:_iyo mahabrahmasamiihaju~taり

の幸福（bhuvana-hita）という大義のために，父（がtr）として近侍した（upagamat）。
和田は詩節c句のgur:iairv紅a叩・・・ yaiμを「諸美徳（g凹a）によって善（vara）である彼を（y叫i）」と訳
す。しかし、「選ぶ」を意味する動調語根v前（dhatupa!haV.8: v前 varar:ie）にlqt接辞aP(A 3.3.58）が導
入されて派生する varaという語は、語源的に「選ばれるもの」を意味し (Jayama見galaon BhK 1.1: vriyata 
iti vara与Igrahadina karmar:iy ap）、その語源的意味から導かれる「最上の、卓越した」（批号!ha）という意味
で使用されるのが一般的である （Sarvapathrnaon BhK 1.1: gu明i年faury副ib胎 varaiμh前叩yaiμ町pam、
Jayama勾alaon BhK 1.1: gur:iair abhiramadibhir m抑制出町yaiμnwam . . . ）。従って当該箇所は「美質
の点で最上なる彼を」と訳すべきであろう。 A3.3.58 gr油av刊刊iscigamasca II （「〈行為） (bhava）が表示さ
れるべき時、または名称語の領域で〈行為主体＞ (kaftr）以外のkarakaが表示されるべき時、動詞語根gr油
（「取る」）、 v:r（「選ぶ、信愛を捧げる」）、 ctr（「傷つける」）、 nisに先行される動調語根ci（「集める」）、 gam
（「行く」）の後にlqt接辞aPが起こる」）
IIマッリナータは明q.v紅gaという語について次のように説明する。 Sarvapathfnaon BhK 1.2: ~叫平副µvargal;i 
F叫vargal;ikamakrodhadyari~aq.vargal;i II （「早吋vargaとは六つの集合という意味であり、愛欲や怒り等という
六つ敵の集合のことである」）このマツリナータの説明は次のArthasastra中の記述を念頭に置いたもので
ある。 AS1.6.1: vidyavinayahe町 in合iyajay功 kamakrodhalobhamanamadahar~atyagatkおy功／／（上村[1984:
35］：「感官の制御は学問における修養を要因とし、愛欲・怒り・貧欲・慢心・騎慢・〔過度の〕歓喜を捨て
ることにより得られる」）
12和田は次のような訳を与える。

和田［2012:280.5 8］：「彼（asau）は雲（ghanavad）の水（toya）を［出現させる］ように富（vasu）を具備
した（vyakant）。［彼は］インドラ神（gotra-bhid）とともに（s油a）座（asana）に留まった（adhyavatsit）。
［彼はJ3つの眼を有する者（try-ambaka＝シヴァ）より他（anya）の神に献身せず（upasthita），全ての射
手（bhぴ）の名声（yafas）を凌駕した（nirastat）。」
和田は詩節a句のvasunitoyaiμ ghanavad vyakaritを「［彼（asau）］は雲（ghanavad）の水（toya）を［出現
させる］ように富（vasu）を具備した（vyakant）」と訳すが、「雲」はghanaという語の意味であり ghanavat
という語の意味ではない。ここでghanaという語の後には次の規則に基づいて taddhita接辞vatlが導入さ
れている。

A 5.1.115匂natulyail kriya ced vatiり／／

「行為が等しい場合、第三格接辞で終わり意味的に連関する項目の後に、『xと等しい」という
意味でtaddhita接辞vatlが任意に起こる」

またvyakiirit( vi-lq「振り撒く」 3rdsg. aorist P.）は「具備した」ではなく「振り撒いた」、即ち「分け与えた」
(Jayamatigala on BhK 1.3: ... vyakand dattavan）という意味である。雲が水を注ぐが知く、ダシャラタは
惜しみなく富みを臣民に分け与えたのである (Jayama見galaon BhK 1.3: ghano meghaりphalanirapek明taya 
yathii vikirati tadvat）。
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sarμta中ai:10nakasadarμ varei:iy功／

jajvala lokasthitaye sa r司a

yathadhvare vahnir abhiprai:iitaり／／

祭場に設置される火と同様、清める者であり、偉大な婆羅門の一団に仕えられ、天に

住まう者達（神々）を満足させる者にして最上なるその王は、人々の安寧のために燃

え盛ったI¥

BhK 1.5: sa pui:iyakirti与8atamanyukalpo

mahendralokapratimarμ sa~ddhya I 

adhyasta sarvartusukham ayodhyam 

adhyasitarμ brahmabhir iddhabodhaiりU

聖なる名声を有する、インドラ（百の祭式を行う者）の如き彼（ダシャラタ）は、豊

かな富の点でインドラの世界に匹敵し、どの季節でも心地よい、知恵燃え盛る婆羅門

達が住するアヨーディアーに住んでいた140 

BhK 1.6: nirmai:iadak~asya samihite~u 

simeva padmasanakaufalasya I 

iirdhvasphuradratnagabhastibhir ya 

13「王は人々の安寧のために燃え盛った」 Uajv剖alokasthitaye sa r可証）という表現は、王が人類の守護を
怠らなかったことを意味する（品川apathfniion BhK 1.4: prajapalane j孟ga而ko’bhiidity artha与）。
なお、当該詩節に対する和田の訳は次の通りである。和田［2012:280.11-14］：「かの（sa）王（吋an）は，

徳行（pm.iya），大いなる党の集積の喜び（maha-brahma-samiiha-ju~ta），神々（naka-sad）に満足させるこ
とをもち（sarpta中a9a），秀でた者であり（va閃1.1ya），世界の安定（loka-sthita）のために輝いた Q句vala）。
火（vahni）が供犠（adhvara）においてもたらされた（abhipra9Ita）かのように（yatha）。」
詩節 a 句の mahabrahmasamiihaju~いという複合語を和田は「大いなる党の集積の喜び（maha-brahma­

samiiha-ju~ta) ［をもち］」と訳するが、意味が不明瞭である。この複合語は「王」（r可an）と「火」（vahni）の
両者を修飾するから、「偉大な婆羅門の一団に仕えられる［王／火］」（mahabrahma9amsamiihaiJ:t ju~！功）と
分析すべきである。また和田は詩節b句のsarpta中a1.10nakasadamを「神々（naka-sad）に満足させることを
もち（sarμta中a9a）」と訳すが、意味がよく解らない。ここでsam-twに後続する lqt接辞LyuTはA3.3.113
krtyalyuto bahulamにより〈行為主体） (kartr）を表示し、 nakasadという語に後続する第六格複数接辞am
はA2.3.65 kartrkarma1.10J:t lqtiにより〈目的＞ (k紅man）を表示するから、当該表現は「神々を満足させる

［王／火］」と訳すべきである。
最後に、 BhK1.4で使用される比轍表現に触れておきたい。当該詩節において、比轍基準（upamana）は
「火」（vahni）、比輪対象（upameya）は「王」（r可加）、共通属性（sadhara9adharma）は「偉大な婆羅門の一団が
仕えていること」（mahabrahmasamiihaju~ta）、「神々を満足させる存在であること」（sarptarp叫onakasadam）、
「最上であること」（vare9ya）、「人々の安寧のために燃え盛る（尽力する）こと」り勾valalokasthitaye）、類似
性標示語（sadrsyapratipadaka）はyatha（「～のように」）である。注目すべきは、形容句と動詞が全て「王」
と「火」の両者を修飾できるように詩節が作られている点である。詩節d句に対する「火（vahni）が供犠
(adhvara）においてもたらされた（abhipra9Ita）かのように（yatha）」という和田の訳は、彼が当該詩節の
比轍構造を的確に捉えていないことを示している。
14和田は次のように訳す。

和田［2012:280.17-21］：「福徳（pu9ya）と名声（kirti）を持ち、インドラのようである（fata-manyu-kalpa)
彼（sa）は，大インドラの世界を似姿としてもち（mahendra-loka-pratima），全ての季節を通じて快適であり
(sarvartu-sukha），聡明な知性を有する（iddha-bodha）バラモン（brahman）が住していた（adhyasita），ア
ヨーディヤー（ayodhya）において，繁栄（samrddhi）をもって，留まっていた（adhyasta）。」
和田はpu9yakirtiという複合語を「福徳（pu9ya）と名声（kI1出）を持ち」と訳すが、この訳は文法的に
あり得ない。 pu9yakirtiは「聖なる名声を有する者」を意味する第六格所有複合語（g印刷vebah即日ii）と
解するのが自然でおある （Jayamaligaliion BhK 1.5: sa r栴 pu9yakirti与pu9y功pavi仕功kirtayoyasya saち）。
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sthitavahasyeva pu問中maghona与／／

それ（アヨーディアー）は恰も、望みのものを創造することができる、プラフマン（蓮

を座とする者）の巧みの極致のようであり、［また］上方に発せられる宝石の光によっ

てインドラの都を噸笑っているかのようである。

BhK 1. 7: sadratnamuktaphalavajrabhafiji 

vicitradhatuni sakananani I 

s回bhiryutany apsarasam ivaughair 

mero与sirfup.sivag:rh匂iyasyam// 

立派な宝石である真珠と金剛石に飾られ、多種多様な鉱石を有し、庭園があり、天女

集団のような女達が溢れ返る、そこ（アヨーディアー）にある家々は、まるでメール

の頂の如し1¥

BhK 1.8: antarnivi号tojjvalaratnabhaso

gavak~ajalair abhini号patanty功／

himadrit拍kadiva bhanti yasyarp 

gailgambupatapratima g:rhebhya年／／

そこ（アヨーディアー）では、［家］内に置かれたd埋めく宝石の光が、一群の風窓を通

じて家々から外に漏れ、輝いている。その［光］はまるで、ヒマーラヤの高地から流

れ出るガンガー河の流水の如し。

BhK 1.9: dharmyasu kamarthayafaskarI~u 

matasu loke 'dhigatasu kale I 

vidyasu vidvan iva so’bhireme 

patnI~u r可atisr~uttamasu // 

法の道から外れず、性愛、実利、名声をもたらすが故に世間で敬われる、相応しい時

期に要られた三人の最上の正妻達をその王は享受した。賢者が［そのような］三聖典

を享受するように160

15当該詩節では、上に見た BhK1.4と同じ工夫を凝らした比轍表現が使用されている。当該詩節におい
て、比轍基準は「メールの頂」（meru-siras）、比轍対象は「アヨーディアーの家々」（yad-grha）、共通属性
は「立派な宝石である真珠と金剛石に飾られていること」（sadratnamuktaphalavajrabhaj）、「多種多様な鉱
石を有していること」（vicitradhatu）、「庭園があること」（sakanana）、「美しい女達でら溢れ返っていること」
(stnohir yutany ap恒arasamivaughaiり）、類似性標示語はiva（「～のように」）である。 BhK1.4と同様、全て
の形容句が「メールの頂」と「アヨーディアーの家々」の両者を修飾できるように詩節は作られている。
16ManusmrtiとYajiiavalわ1asmrtiでは、三ヴェーダの学習と女性との結婚の期間及び時期について次のよ
うな規定がなされている。
MS 3.1-2：号attrirμfadabdikarμc紅yarμgurau traivedikarμ vratam I tadardhikarμ padikarμ va grahm:iantikam eva 
II vedan adhitya vedau va vedarμ vapi yath紘ramamI aviplutabrahmacaryo grhasthasram抑 avasetII （「36年間、
あるいはその半分、あるいは4分の l、あるいはまさに理解し終えるまで、三ヴェーダに関する誓戒が師の
もとで実践されるべきである。三ヴェーダ、あるいは二ヴェーダ、あるいはーヴェーダを順番通り学んだ
後、学生の義務を疎かにしなかった者は、家住のアーシュラマに入るべきである」） MS 4.1: ca阿武hamayu~o
bhagam u~抑制yarµgurau d吋j功Idvifiyam 孟yu~obhagarμ krtad訂ogrhe vaset II （「再生族は人生の最初の4分
のlを師のもとで過ごした後、人生の第2の4分の 1を結婚して家で過ごすべきである」）
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Bhaffikai刊

BhK 1.10: putriyata tena vara白ganabhir

anayi vidvan kratu~u kriyavan I 

vi paktrima j fianagatir man as vi 

manyo muniちsva甲puramr~yas:rngaり U

完成した知の拠り所にして平静かっ尊敬に値し、［ヴェーダの］知識がある故に祭式

を滞りなく行えるリシャシュリンガ仙を、自身の息子を望む彼（王）は最高の美女達

を使って自身の都に呼び寄せた。

BhK 1.11: aihi~！a tarμ kiirayitmμ k:ftiitma 

kratmμ n:rp功putraphalarμmunindram I 

jfiatafayas tasya tato vyatanlt 

sa karma!hal:i karma sutanubandham II 

決意した王は、その最高の賢者に息子を授かる祭式を挙行させようとした。その後、

祭式に熱心な彼（賢者）は彼（王）の意向を知り、息子をもたらす祭式を行った。

BhK 1.12: rak~arµsi vedirμ parito nirasthad 

angany ayak~id abhitaちpradhiinamI 

se号a9yahau手tsutasa中padeca 

vararμ vare9yo n:rpater amarglt II 

最上の［聖者］は、祭壇の周りから悪魔達を追い払い、主神格（ヴイシュヌ）の両側

にいる副神格に捧げ物をなし、残物を［火に］捧げ、王の息子獲得のため［神に］思

寵を乞うた170 

MS 2.36: garbha~tame ’bde kurvita brahmai:iasyopanayanam // garbhad ekadafo rajiio garbhat tu dvadase vifal_i 
II （「受胎後8年目に婆羅門の入門式を、受胎後 11年目にクシャトリヤの入門式を行うべきである。一方
ヴアイシヤの場合は受胎後 12年目に行うベきである」） Yaj 
brahmanasyopanayanam I r可踊mekadase saike vi勾meke yathakulam I （「受胎後8年目あるし＇t土［誕生後J8 
年目に婆羅門に対して入門式がさなれるO クシャトリヤに対しては 11年目に、ヴァイシャに対しては 1年
加えた年（12年目）になされる。［-.方、］或る者達は家系［の慣習］に応じて［入門式を望む］」）古代イ
ンドにおける婚姻儀礼及びそれに関する文献については辻［1976］を参照せよ。
なお和田はBhK1.9を次のように訳している。和国［2012:281.22-282.2］：「かの王は，適切な時期（kala）に
交わった（adhigata）時，正統的な（dharmya）三人（tri）の最高の（uttama）妻（patni）たちを愛でた（abhir巳me）。
あたかも賢者（vidvat）が世間 (loka）において愛・実利・名声をもたらすもの（kamaartha-yafas-karl）で
あると考えられた（mata）諸学（vidya）を［愛でた］かのように。」
BhK 1.9でも、上に見た BhK1.4やBhK1.7と同種の〈直聡＞ (upama）が使用されている。当該詩節に
おいて、比除基準は「リグヴェーダ、サーマヴェーダ、ヤジュルヴェーダの三聖典」（tri-vidya）、比輪対象
は「三人の正妻」（tri-patnl）、共通属性は「法の道から外れないこと」（dharmya）、「性愛、実利、名声をも
たらすこと」（kamarthayafaskarin）、「世で敬われていること」（loka-mata）、「相応しい時期に安られること
／学習されること」（kala-adhigata）、「最上で、あること」（uttama）、類似性標示語は ivaである。 BhK1.4と
同様、形容句と動詞が全て「三聖典」と「三人の正妻」の両者を修飾できるように当該詩節は作られてい
る。しかし、上記の和田の翻訳にはこの比轍構造が反映されていない。
17詩節b句のpradhanaとangaがそれぞれを何を指すかについて、マッリナータとジャヤマンガラの間で
解釈が異なる。マッリナータはそれらを「本祭」（pradhanayaga）と「本祭に先行する前祭や後続する後祭等
の副祭」（pracyaniprayajadlni udlcyany anilyajadlni ca）の意味で理解し （Sarvapathfnaon BhK 1.12）、ジャ
ヤマンガラは「主神格（ヴィシュヌ）」と「副神格」の意味で理解している (Jayamaflgalaon BhK 1.12）。
動詞語根yajは派生的な意味で使用される場合でも常に「神」を意味する語を目的語にとる構文を予定す
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BhK 1.13: ni~tha叩 gate dattrimasabhyato~e18 

vihi佐imekarmat).i rajapatny功／

prasur hutocchi詳細nudaravaiμsyas 

tisra与prasotu中catura与suputranII 

報酬によって補佐人達が満足を覚える、［聖典の］規定を通じて実現される祭式が完

了した時、高貴な家系の生まれの三人の王妃は、四人の良き息子を生むために供物の

残物を食べた190

BhK 1.14: kausalyayasavi sukhena rama.J:i 

prak kekaylto bharatas tato’bhiit I 

praso~ta fatrughnam udarace号tam

eka sumitra saha lak~mat).ena II 

初めにカウサリアーがラーマを楽に生んだ。次にケーカイーからパラタが生まれた。

スミトラーは一人で、立派な振る舞いをなすシャトルグ、ナをラクシュマナと一緒に生

んだ。

BhK 1.15: arcid dv討atinparamarthavindan 

ud吋ayanbhiitagat).i'in nya号edhitI 

vidvan upane科aca t面isvakale 

yatir vasi号!hoyaminarp. va向!ha与H

修行者達のうちで最上の感官制御者である賢者ヴァシシュタは、最高の真理を知る婆

羅門達に表敬し、［他者を］震えさせる悪魔集団を追い払い、彼ら（息子達）に相応し

い時期に彼らの入門式を行った200 

る点を考慮すれば（後藤ロ008:68-6θ］）、ジャヤマンガラの解釈が妥当であると考える。上に見たBhK1.2 
でも凶dafa（「神」）という語を目的語にとる形で動調語根yajが使用されている（位ida臼naya干ta）。
18テクストはdatrima－となっているが、 1qt接辞K回が後続する場合、 A7.4.46 do dad gh叫により動調語
根da全体にdadが代置されるから、 dattrimaーに修正すべきである。 A7.4.46 do dad gh叫II（「t音で始まる、
KITである接辞が後続する時、 ghuと呼ばれる動詞語根da（「与える」）全体に dadが代置される」）
19当該詩節に対して和田は次のような訳を与える。
和田［2012:283.1-5]: 「施物によって集会所にいる人たちの満足をもち（dattrima-sabhaya-to~a），規範
に従って為された（vihi仕ima）儀式（karm加）において，適切に（ni~！耐i）完了した時（gate），優れた子孫
(udara-vmμsya）である三人の王妃（rajapatnI）たちが四人（catur）の良い息子（su-putra）たちを産むため
に（prasotmµ），供えられた寄進（hita-ucchi~！a）を食べた（戸厄町）。」
和田は dattrimasabhyato~a という複合語を「施物によって集会所にいる人たちの満足をもち」と訳すが、
この訳では意図された意味を伝えることはできない。本論2.2で述べるように、 dattrimaは語源的に「報
酬によって実現されるもの」を意味するから、当該の複合語の直訳は「補佐人達の満足が報酬によって実
現されるところの［祭式］」 （Sarvapathfniion BhK 1.13: dattrimo [datrimoを修正］danena niv~t叫 sabhyanarµ
sadasyanarμ to~o y部 minnasmin）である。また和田はni号！harμgate . . . karma早iを「儀式（karman）におい
て，適切に（ni~！arµ）完了した時（ga旬）」と訳すが、これは誤訳である。ここで凶~！ha （和田の ni~！a は誤
植）という語は「完了」（samapti）を意味し （Sarvapathfniion BhK 1.13、Jayamafigaliion BhK 1.13）、 gate.
.. karmru:iiは絶対句（locativeabsolute）であるから、当該表現は「祭式が完了を得た時」、即ち「祭式が完
了した時」と解すべきである。最後に、 hutocchi~！a は「供えられた寄進」ではなく「供物の残物」である
(Sarvapathfnii on BhK 1.13: h胸cchi~！mµ hutase~mµ haviりpras叫 bhak~ayamasu与、 Jayama見galiion BhK 1.13: 
hutocchi~！mµ hu偏vase~mµsi抑制rμpra8ur bhak~itavaty功）。
20和田の翻訳は以下の通りである。
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Bha!!ikaりG 「雑多の部」の研究（川村）

BhK 1.16: vedo’ilgavaiμs tair akhilo’dhyagayi 

fastrai:iy upayaiμsata jitvarai:ii I 

te bhinnavrtfiny api manasani 

samarp jananarp gui:iino’dhyavatsu年H

彼らは補助学を含めてヴェーダを残らず学び21、勝利をもたらす武器を手に入れた。

美質に富む彼らは、［それぞれ］好みが違う人々の心にも同じように住んだ220

BhK 1.17: tato’bhyagad gadhisutaり k~ifindrarp

rak~obhir abhyahatakarmavrtti与／

ramarp variturp parirak号ai:iartharp

r可aりihattarp madhuparkapai:i1与／／

その後、祭式の実行を悪魔達に邪魔されたガーディの子（ヴィシュヴァーミトラ）は、

［祭式を］守るためにラーマを求めて大地の主（ダシャラタ）の下へやって来た。王は

マドゥパルカを手に持って彼に敬意を表した2¥

BhK 1.18: ai~I与 punarjanmajayayayat tvarp 

rilpadibodhan nyavrtac ca yat te I 

tattvany abuddh功pratanilniyena 

dhyanarp nwas tac chivam ity avadit // 

「貴方が再生に打ち勝つ為に求めたものであり、色等を認識することがないものであ

り、貴方が微細な諸原理を知るに至った手段である貴方の膜想は、吉祥なるものなの

和田［2012:283.14-17］：「抑制した者（yamin）たちのうちで最も優れた（vari号~ha）賢者である行者ヴア
シシュタ（vasi~！a）は，最高の真実を発見する（parama-artha-vind）再生族（dvi-ja）たちを讃え（arcid），身
震いする（udejayat）鬼神何huta-gai:ia）たちを退治し（nya~edhit），適切な時に（sva-kale），彼らを導いた
(upane~ta）。」
和国は詩節b句の udejayanbhiltagai:ianを「身震いする（udejayat）鬼神（bhuta-gai:ia）たちを」と訳す。
しかし、本論2.3で見るように、 udejayaという語（語幹はudejayatではない）は「身震いする者」ではな
く「身震いさせる者」を意味する。

21ヴェーダ補助学は Arthasastra中に列挙されている。 AS1.3.3: sik~a kalpo vyakarai:iarμ niruktarμ chan-
dovicitir jyoti号amiti catigani // （「音韻学、祭事学、文法学、語源学、韻律学、天文学が［ヴェー夕、の］補助

学である」）
22和田訳は以下の通りである。

和田［2012:283.20-284.2］：「彼らによって補助学（atiga）を含む全てのヴェーダが証得され（adhyagayi), 
［彼らは］勝利をもたらす（jitvara）武器（fastra）をつかんだ（upayarμsata）。彼らは徳を具え（gui:iin），異
なった性質（bhinna-v~ti）を持っていても（api），人々 (jana）の心的なるものに（manasa）等しく（samarµ)
住した（adhyavatsuち）。」
和田はmanasaという語を「心的なるもの」と訳す。しかし詩節の内容から判断して、当該のmanas aとい
う語はmanas（「心」）という語の後に意味ゼロ（svartha）のtaddhita接辞aN(A 5.4.38）が導入されて派生した
語と解釈すべきである （Jayamarigalaon BhK 1.16: tatas te ramadayo gui:iino manasani manarμsi I praj白ditvat
svarthe’9 [9aりを修正］）。従って、 manasという語と意味を変える必要なない。 A5.4.38 praj恒dibhyasca// 
（「prajfia（「智者」）群の〈名詞語基） (pratipadika）の後に意味ゼロの taddhita 接辞 a~が起こる」） manas + 
a~ (A 5.4.38）→manas +a (A 7.2.117 taddhite~v acam adeり）→manasa.
23ジャヤマンガラによれば、凝乳とギーと蜜が混ざって一つになったものがマドゥパルカ（madhuparka)
と呼ばれる (Jayamarigalaon BhK 1.17: dadhig~tamadhuny ekI~ani madhuparka ity ucyate）。
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か」と王は問うた2¥

BhK 1.19: akhyan munis tasya sivarμ samadher 

vighnanti rak~arµsi vane kraturμs ca I 

tani dvi号advI可anirakari刊us

twe<;thu ramal). saha lak~mai:iena II 

聖者は彼（王）に答えた。「膜想は吉祥なるものです。しかし悪魔達が森で祭式を妨

害します。ラクシュマナと共に、敵達の力を退けることができるラーマに彼らを撒減

してほしいので、す」

BhK 1.20: sa susruvarμs tadvacanarμ mumoha 

rajasahi~l).UQ sutaviprayogam I 

aharμyunatha k号itipaQ8ubharμyur 

uce vacas tapasakufijare明／／

息子との別離に耐えられないその王は、彼の言葉を聞いて当惑した。すると、誇り高

き最上の修行者（ヴイシュヴァーミトラ）は、吉祥なる大地の守護者（王）に言葉を

かけた。

BhK 1.21: maya tvam apth碕 sarai:iarμ bhaye~u 

vayarμ tvayapy apsmahi dharmavrddhyai I 

k~atrarµ dv詰atvarμca parasparartharμ 

8aiika甲krthama prahii:iu svasunum II 

「恐怖の最中、私は貴方を庇護所として得ました。貴方も法の繁栄のため私を得まし

た。クシャトリヤの力と婆羅門の力は互いを利するものです25。心配には及びません。

自身の息子（ラーマ）を送り出してください」 26

24詩節d句の直訳は「『．．．隈想、は吉祥なるものである」と王は語った」である。しかし続く BhK1.18と
の繋がりを考慮すれば、ジャヤマンガラのように dhyanarμ... tac chivamの箇所に kaccitという語を補っ
て読むか （Jayamatigaliion BhK 1.18: tad dhyanarμ sivarμ §obhanmμ kaccit iti IlfPO 'vadit）、マッリナータのよ
うに dhyanarμ... tac chivamをkaku表現と解釈すべきであろう （Sarvapathfniion BhK 1.18: tat te dhyanarμ 
sivam ak~atam iti kiikul).）。
25 Manusmrtiでは婆羅門とクシャトリヤの関係が次のように述べられている。 MS9.322: nabrahma k~atram 
rdhnoti niik~atrarµ brahma vardhate I brahma k削 arμca sarμpfktam iha camutra vardhate // （「婆羅門なくして
クシャトリヤは栄えず、クシヤトリヤなくして婆羅門は栄えない。［しかし］婆羅門とクシャトリヤが助け
合えば、この世でもあの世でも両者は栄える」）
26和田による翻訳は次の通りである。

和田［2012:285.5-9］：「あなたは私によって恐れ何haya）に対する保護処（sara9a）を得（apth功），あ
なたによっても（tvaya《api），我々 は（vayarμ）法の繁栄（dharma-vrddhi）のために［保護処］を得ました
(apsmahi）。クシヤトリヤ性（k~atra）と再生族性（dvijatva）は相互の為に（paraspara-arth叫1）あります。
［あなたは］恐れ（s拍ka）をなしではならない（kfthama）。［あなたは］自らの息子（sva-siin）たちを送り
込むべし（prahi9u）。」
和田はmayatvam apth劫sara9arμ... vayarμ tvayapy apsmahiを「あなたは私によって．．．保護処（sara9a)
を得（apth功），あなたによっても（tvaya《api），我々は．．．［保護処］を得ました（apsm油i）」と訳す。
しかし、 apth功（ap「到達する、獲得する」 2ndsg. aorist passive P.）と apsmahi(ap「到達する、獲得す
る」 1stpl. aorist passive P.）という二つのアオリスト形はいずれも受動形であり、動調語根apに後続する
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BhK 1.22: ghani~yate tena mahan vipak~a与

sthayi~yate yena rai:ie purastat I 

mama甲mahatmanparibhur ayogye 

na madvidho nyasyati bharam agryam // 

「戦場で、先頭に立つで、あろう彼（ラーマ）は強敵を滅ぼすでしょう。高潔なる方よ、

私を軽視してはなりません。私のような［思慮深い］者は実践能力の無い者に最重要

の仕事を任せたりはしません」 270

BhK 1.23: krudhyan kularp dhak~yati vipravahnir 

yasyan sutas tapsyati marp samanyum I 

ittharp n~功 pilrvam ava:Iuloce 

tato 'nujajfie gamanarp sutasya // 

「［願いを断れば］婆羅門（ヴイシュヴァーミトラ）という炎が怒って［我が］一族を

焼き尽くすだろう。［片や］去り行くことになる息子は悲しむ我を焼くだろう」王は

まずこのように考えた。そして息子の出立を認めた。

BhK 1.24：誕Irbhirabhyarcya muniり k~itindrarp

prit功pratasthepunar asramaya I 

tarp pr~！hataり pra~！hamiyaya namro 

hirpsre~u diprastradhanu年28kumara与H

アオリスト接辞JUN(A 3.2.110 lu白）は〈目的） (karman）を表示するから（A3.4.69 lal:i karmal_li ca bhave 
cakarmakebhya刷、当該表現の直訳は「私によって貴方が庇護処として得られ、貴方によっても私が得られ
た」である。一人称代名詞asmad (maya）と二人称代名詞 yu~mad (tvaya）に後続する第三格接辞は〈行
為主体） (karq・）を表示する（A2.3.18 kartrkaral_layos tftiya）。また文脈上、 vayam（「私が」）において、一
人称代名詞asmadに後続する複数接辞は単数性を表示するものと解釈すべきである （Sarvapathfnaon BhK 

1.21: tvayapi vayaiμ Saral_lam apsmahi prapt功smaりIaham api prapta ity artha与IIasmado dvayos ca ity ekatve 
bahuvacanam II purvavakye mayety ekavacananirdi~tasy忌trapi tathaiva nirdesyatvat）。 AI. 
ca// （「．人称代名詞が表示する意味の単数性または双数性が表示されるべき時、任意に複数接辞が起こ

る」） 
27当該詩節に対する和田訳にも多くの問題点が指摘し得る。
和田［2012:285.12-16］：「戦い（raJ:_la）においである者によって面前に（purasthat）立たされるであろう

(sthayi~yate）者，その者によって，偉大なる（mahat）敵（vipak~a）は殺されるであろう（ghani~yate）。偉大な
精神をもっ者（maha-atman）よ，私を（maiμ）軽蔑してはならない（mapratibhur）。私のような者（mad-vidha)
は，適さぬ者（ayogya）に先頭（argya）の重荷（bhara）をゆだねることはありません（nanyasyati）」
和田は詩節ab句ghani与yatetena mahan vipak~功 sthayi~yateyena ral_le purastatを「戦しミ（raJ:_la）においてあ
る者によって面前に（purasthat）立たされるであろう（sthayi~yate）者，その者によって，偉大なる（mahat)
敵（vipak~a）は殺されるであろう（ghani~yate）」と訳すが、 sthayi~yate は使役形ではない。ここで動詞語根
stha （「立つ」）に後続する単純未来接辞 ll~T (A 3.3.13 lft se~e ca）は〈行為） (bhava）を表示し（A3.4.69 
laりkarmal_lica bhave cakarmakebhyaり）、関係代名詞yad(yena）と代名詞tad(tena）に後続する第三格接辞
はく行為主体〉を表示する（A2.3.18 kartrkaral_layos trtiya）。また本論2.5で述べるように、 ayogyaとagrya
の両語は「適さぬ者」と「先頭」ではなく「実践能力の無い者」と「最重要のもの」をそれぞれ意味する。

28 ジャヤマンガラは当該箇所を hirpsre~udiptaptadhanu年（「恐ろしい矢で埋めく信頼できる弓を持つ［ラー

マ］」）と読んでいる。しかし、本論2.6で述べるように当該詩節では A3.2.167の例証が意図されてい
ることは明らかであるから、マッリナータの読みを採用すべきであろう。ジャヤマンガラ自身も注釈
中で hirpsre~u diprastradhanuりという異読があることに言及し、その表現にマッリナータと同様の解釈を
与えている (Jayamaligalaon BhK 1.24: diprastradhanur iti path加taramI dipram astrarp dhr~tatay忌 yasya
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聖者は満足したので、祝詞を唱えて王に表敬し、再び、草庵ヘ戻るべく出発した。王子

（ラーマ）は、凶悪な者達に向けられる、 1埋めく矢をつがえた弓を持ち、［父に］お辞

儀して、前を行く彼（聖者）の後を追った。

BhK 1.25: prayasyat功pul).yavanayaji刊o

ramasya roci刊umukhasyadhf~l).U与／

住aimatura与lqtsnajitastrafastral;l

sad祉ya白rata与sreyasilak~ma早0 ’bhutII 

矢と剣を極めている雄々しきラクシュマナ（三人の母を持つ者）は［ラーマの］幸福

に身を捧げるため、聖なる森に行こうとする、勝利を呼び込む者にして輝かしい顔を

したラーマの付き人となった。

BhK 1.26: i~umati raghusi叩hedanda如k碩 jigharμsau

dhanur aribhir asahyarμ mu符ipI<;larμdadhane I 

vrajati puratarul).yo baddhacitr砧gulitre

kathamapi guru8oka29 ma rudan m拍galikya年／／

素晴らしい矢を携え、残虐な悪魔達（残虐に噛み付く者達）を殺そうとして、敵達が耐

えることのできない弓を手でしっかりと握りしめ 色彩豊かな指ぬきを着けたラグ家

の虎（ラーマ）が［都を］去る時、都の乙女達は深い悲しみに打ち投がれたが、［ラー

マの］幸運を願い、涙を流すのを何とか堪えた300

dhanu号制taddiprastrarμ dhanur yasyeti s功／kasminvi明yeI hirµsre~u n加ye刊Inamradayo namikampi-ityadina 
rapratyayanta与）。
29テクストは gurufok如という読みを提示するが、ジャヤマンガラはマツリナータと同じく gurufokaと
読んでいる。どちらの読みも同程度に妥当であるため、ここでは両注釈家に従った読みを提示しておく。
テクストの読みに従う場合、 cd句は「都の乙女達は［ラーマの］幸運を願い、涙を流すのを何とか堪えた。
［彼女らは］深い悲しみに打ち投がれていたから」と訳すことができる。乙女達は深い悲しみに打ち控がれ
ていたからこそ「何とか」涙を堪えたのである。
30当該詩節に対する和田訳はかなり不正確であると言わざるを得ない。

和田［2012:286.17-21］：「縛られた色鮮やかな弓蝶をもっ（baddha-citra-miglitra）ラグの獅子（raghu-si早ha)
が，魔物（danda－伺ka）を殺害しようとする（jighamsu）矢を備え（i~u-mat) , ［それを］敵たちに耐えが
たき（asahya）握りによる苦痛もつ（mu~ti-pic;la）弓（dhanu）に携えたとき（dadhane），重い悲嘆をもっ
(guru-foka）街の若い女（purat制。I）は，どうして（ka伽 m）幸運にも（m拍galiky功）泣かずに（rudat）い
られょうか（mavrajati）。」

まず、詩節abc句ではこれから旅立つラーマの主体的な行動が描かれているから、詩節c句のbaddhac-
itrangulitraという複合語は第六格所有複合語（genitiveb油uvnru）ではなく第三格所有複合語（instrumental

bahuvnni）と解すべきである （Sarvapathfniion BhK 1.26: baddh明1citram aftglitrarμ yena tasmin）。次に、和
田は詩節 a句の「殺そうとする」 Gigharµ.sau）を「素晴らしい矢を備えた［ラーマ］」（i~umati）の中の「矢」
(i刊）にかけているが、これは文法的にあり得ない解釈である。「殺そうとする」（jigh詞1sau）は当然「ラー
マ」（raghusirμhe）を修飾する。また和田は詩節b句のdhanuraribhir asahyarμ mu斜ipic;larμdadhaneを「［それ
を］敵たちに耐えがたき（as油ya）握りによる苦痛もつ（mu~ti-pI<;la）弓（dh組u）に携えたとき（dadhane）」
と訳すが、 dhanurは品anusという語の於格形ではなく対格形なので、この訳も文法上あり得ない。この箇
所は「［ラーマは］弓を手にして」（dhanur... dadhane）と読むべきである。

そして、和田は詩節d句の maftgalikya与を「幸運にも（ma勾aliky時）」と訳しているが、これは誤訳であ
る。 mangalikyaという語を正しく解釈するためには次の規則を考慮せねばならない。

A 5.1.109 prayojanam // 

「第一格接辞で終わり意味的に連関する項目の表示対象が目的となるならば、『xを目的とする
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BhK 1.27: atha jagadur anlcair asi号astasya vipras 

tumulakalaninadarμ tiiryam司jaghnuranye I 

abhimataphalafarμsl earn pusphora bahus 

taru~u cukuvur uccaiり pak~il).as canukiil功グ

そして、婆羅門達は彼に向けて祝詞を高らかに唱え、他の者達は大きくて甘美な音を

立てる楽器を打ち鳴らした。［ラーマの右］腕は望ましい果報［の獲得］を示唆するよ

うに優雅に震え、［ラーマを］後押しする鳥達は樹々の上で甲高い鳴き声を上げた310

もの」という意味で、その項目の後に taddhita接辞tha自が任意に起こる」

この規則に基づき、当該のmaitgaliky功という語は「幸運（maitgala）を目的とする女性達」、文脈上「ラー
マの幸運を願う女性達」を意味する。都の乙女達はラーマの幸運を願い、不吉なものとされる落涙を「何
とか」（kathamapi）堪えたのである。和田の訳ではこの apiという語も無視されている。

最後に、和田は詩節c句の vr句atiと詩節d句のmaを何故か相関させて「泣かずに（rudat）いられょう
か（mavrajati）」と訳している。この訳を見る限り和田は rudanではなく vrajatiを当該詩節の定動詞と捉
えているようであるが、主語となる puratarui:iy功（「都の乙女達は」）は複数形であるから、その解釈は文
法的にあり得ない。当該詩節の定動詞は rudan(rud「泣く」 3rdpl. aorist P.）であり、 vr句atiは「ラーマ」
を修飾する現在分詞vrajatの於格単数形である。
31ノfラタマツリカによれば、右腕の震えは妻の獲得を示唆する。当該のラーマの右腕の震えは、将来、ラー

マがシーターを無事に取り戻すことを示唆している。 Mugdhabodhinfon BhK 1.27: dak~ir:iabahuspandana~ 
kantaliitganasiicakam iti vrddh劫／（「長者達は『右腕の震えは、［近い未来、］愛する女性を抱き締めること
を示唆する」と言う」）
カーリダーサ（Kali品目、 4世紀から 5世紀）の手になる戯曲Abhijfiiina§akuntalaと叙事詩Raghuvaf!1拘
にも同趣向の表現が見られる。まずAbhijfiiina§akuntala1.16を見てみよう。

Abhijfiiina§akuntala 1.16: santam idam asramapada~ 

sphurati ca bahuJ:i kut功phalamihasya I 

atha va bhavitavyan忌~

dvarar:ii bhavanti sarvatra // 

「ここは静寂なる草庵の地である。しかし［我が右］腕は震えている。どうしてこのような場
所でこの［腕の震えの］果報があろうか。いやむしろ、起こるべきことはどんな場所でもその
扉を見つけるのだ」

ここで、獲物を追って苦行林に入ったドゥフシャンタ（DuJ:ifanta）王の腕の震えは、まもなく王が苦行林
に住むシャクンタラー（Sakuntal孟）と出会い、彼女を獲得することを示唆している。次に RV6.88を見て
みよう。

RV 6.88: tasya~ raghoりsiinurupasthit孟ya~

vrr:iita maiμ neti samakulo’bhiit I 

vametaraちsaiμfayamasya bahu与

keyiirabandhocchvasitair nunoda // 

「彼女（インドゥマティー）が近付いて来た時、ラグの子（アジャ）は「彼女は私を選ぶだろ
うか選ばないだろうか」と考えて心を掻き乱した。［しかし、］彼（アジャ）の右腕は腕飾りの
場所の震えを通じて［その］疑念を晴らした。

婿選びの式に臨むアジャ（Aja）王の右腕の震えは、インドゥマティー（Indumafi）が自身の夫としてアジャ
王を選び、両者が結ぼれることを示唆している。
なおBhK1.27に対する和田訳は次の通りである。和田［2012:286.26-29）：「それからバラモンたちは彼へ

の祝福を声高に（anlcair）述べた（jagad）。他の人々は（anye）騒然として調子の良い音をもっ（tumula-kala-
ninada）太鼓（tiirya）を叩いた（司jaghnur）。望まれた結果を意のままに約束する（abhimata-phala-farpsin)
腕（bahu）は脈打ち（pusphora），木々（taru）の烏（pak~in）たちは快く（anukiila）高音（ucca）によって
歌った（cukuvur）。」
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2.詩節の分析

2.1. BhK 1.12: A 5.3.9 (taddhita接辞tasl）の例証

まずBhK1.12を見てみよう。

BhK 1.12: rak~fuµsi （白）Ye直中paritonirasthad 

a白ganyayak~Id (b)abhita年pradhanam/

se号拘yahau~It sutasarμpade ca 

V訂 arμvarei:iyo町pateramarg立／／

最上の［聖者］は、祭壇の周りから悪魔達を追い払い、主神格（ヴィシュヌ）の両側

にいる副神格に捧げ物をなし、残物を［火に］捧げ、王の息子獲得のため［神に］思

寵を乞うた。

我々 は、（a)vedirμ parit功（「祭壇の周りから」）と（b)abhit時pradhanam（「主神格の両側にいる［副

神格］」）という二つの表現から、当該詩節では次の規則の例証が意図されていることを推測する

ことができる。

A 5.3.9 paryabhibhylifi ca II 

「pari（「周りに」）と abhi（「両側に」）という語の後に回ddhita接辞tasILが起こる」

この規則により、周り（sarva）と両側（ubhaya）をそれぞれ意味する pariとabhiという語の後に

taddhita接辞tasILが導入され、 paritasとabhitasの両語が派生する320 

ここで重要なのは、主題の部では扱われない taddhita接辞導入規則が当該詩節において例証さ

れていることである。このことに関して、注釈家ジャヤマンガラ（Jayamailgala、7世紀から 11世

紀の間）が主題の部について与える次のような説明に注目したい。

和田は詩節 c句の abhimataphala臼111sI. . . pusphora b油u与を「望まれた結果を意のままに約束する
(abhimata-phala-8a111sin）腕（babu）は脈打ち（pusphora）」と訳すが、上に述べた美文（kavya）における
典型表現を考慮すれば、その訳は不適切であろう。
32KV on A 5.3.9: sarvobhayarthe vartamanabhy~ pratyaya i~yate I parit功 Is紅vat功 ityarth功Iabhit功／
ubhayat叫ityarth功II（「『周り」（s紅va）と『両側』（ubhaya）という意味を表示する［pariとabhiの］両語
の後に接辞が［起こることが］望まれる。【例】 parit功．周りに（sarvat功）という意味である。 abhi帥．両
側に（ubhayat時）という意味である」）
なお、 paritasとabhitasという語と結び、つく項目（ここではvedIとpradhana）の後への第二格接辞の導入を
規定するのは、パタンジャリが「他の者達」（apare）の見解として引用する次の言明である。 MBhon A 2.3.2 
(l.443.23-444.3): apara油aI dvifiyavidhane ’bhi切りparit功samayanika~adhyadhidhigyog句upas~yanam I 

dvitiyavidhane ’bhita与parita加mayanika持dhyadhidhigyoge~upasaiµkhyan~kartavyam I abhito gramam I par-
ito gr加 amI samaya gramam I nika~a gr抑制Iadhyadhi gr加 amI dhig jalmam I dhig vr~alam II （「他の者達は
dvifiyavidhane ’bhi叫parita恥amayanika号制hyadhidhigyoge~upasaiµkhyanam と述べている。第二格接辞導入
を規定する規則中に rrabhit功（「両側」）、 parit功（「周り」）、 samaya（「近く」）、 nika詞（「近く」）、 adhyadhi
（「上に」）、 dhik（「なんと愚かな」）［という語］と結びつく時に第二格接辞が起こる』という追加規定が定
式化されるべきである［、という意味である］。【例】 abhitogr加 am（「村の両側に」）、 paritogr加 am（「村
の周りに」）、 samayagr加 am（「村の近くに」）、 nika~agr加 am（「村の近くに」）、 adhyadhigramam （「村の
上に」）、 dhigjalmam （「何と愚かなごろっきか」）、 dhig刊号alam（「何と愚かなシュードラか」）」）
A 5.3.9が例証される以上、上記の言明も必ず考慮されることになる。従って、教師（guru）はBhK1.12 
を使って当該の言明とともに A5.3.9を弟子達に教示することになるであろう。 Bhaffikavyaによる正しい
言語使用の教示が教師の文法学的解説（vy誌hya）を前提としている点については川村［2013a:100-101］を
見よ。

-120 -



Bha!fikavya「雑多の部」の研究（JII村）

Jay amα旬。laon BhK 5.97: itaりparamadhikarakar:i<;Iam ucyate I yatra pradhanyenaikaikam 

adhilqtya lak判明mpradarsitam tad adhikarakar:i<;Iam I se~alak~ar:ie号uprakirr:iakam eva draga-

vyam I eva111 ca lqtva antarantara tatsiicanartha111 praki町akaslok油hidhanamI 

これより、主題の部が述べられる。主に一つ一つのものを主題として文法規則が明示

されるのが主題の部である。［扱われない］残りの文法規則に関しては、まさに小雑多

規則（prakirr:iaka）があると理解されるべきであるお。そしてこのように考えた上で、

それら（残りの文法規則）を示唆するために小雑多規則を扱う詩節（prakI時akasloka)

が途中途中で語られる。

主題の部ではAHadhyayI中の全ての文法規則が扱われるわけではない。例えばtaddhita接辞導入

規則34や複合語形成規則35を主題的に例証する箇所は主題の部に用意されていない。そして主題

の部では、或る規則群を例証する諸詩節から次の規則群を例証する諸詩節へと移る聞に、特定の

規則群を主題的に例証するわけではないprakirr:iakasloka（「小雑多規則を扱う詩節」）と呼ばれる

詩節がしばしば介在する。ジャヤマンガラによれば、そのような詩節の役割は主題の部で扱われ

ない残りの文法規則（se~alak~ar:ia）を可能な限り網羅することにある360 このジャヤマンガラの説

33praklr凹（「雑多なもの」）という語の後へのtaddhita接辞kaNの導入は次の規則に基づく（竹akhyasudhii
on AmK 2.8.3lb）。 A5.3.75 sa何回y泊 kan// （「名称語の領域で、侮蔑性を添性とする意味を表示する〈名詞
語基〉の後に taddhita接辞kaNが起こる」）
34ノtーニニは A4.1.76 taddhit砲の支配下に、 A4.1.77 yunas Hりから A5 .4.160 ni~prava9is caまでtaddhita
接辞導入に関わる規則を設けている。
35 A:jfadhyayi中には、 A2.1.3 prak ka<;Iarat samasaりの支配下に、 A2.1.4 saha supaから A2.2.38 ka卵r功
karmadharayeまで複合語形成に関わる規則が用意されている。
36その一例を以下に示そう。

BhK 6.13: idarp. (l)naktantanarp. dama pau~pam etad (2）副主主塑旦型／

sucevodbadhya sakhayarp. praglayati taya vina II 

「これは［シーターが］夜に着ける花冠、こっちは日中に着ける花冠だ。これらは、彼女が着
けていなければ、悲しみのせいで枝に［自身を］吊るして色槌せてしまったかのように見える」

シーター（Sita）をラーヴァナ（Rava9a）連れ去られたラーマの悲しみを描く当該詩節は、主題の部に用意
された praklfl)akaslokaの一つである （Sarvapathfniion BhK 6.11: pun功paiicabhiりprakifl)akamevodaharan 
ramasya fokanubhavarp. pralapam aha 功 ka~tamityadibhiり）。
当該詩節では、（1) naktantana （「夜に着ける［花冠］」） と（2)divatana （「昼に着ける［花冠］」）というよ
うに、 taddhita接辞TYuで終わる項目が二つ使用されていることから、それの導入と附加辞tUTの附加操作
を規定する次の規則がここで例証されていると考えられる。

A 4.3.23 sayaiiciramprah9eprage’vyayebhya~ tYutyulau tut ca II 

「sayam（「夕方に」）、 ciram（「長い間」）、 prah9e（「朝に」）、 prage（「夜明けに」）という avyaya
及び時を表示する avyayaの後にtaddhita接辞TYuまたはTyuLが起こり、それらの接辞は附加

辞tUTをとる」

(I) naktantanaと（2)divatanaは、それぞれ「夜に」と「昼に」という時（kala）を表示する naktamとdivaと
いう avyayaの後に、 A4.3.23により taddhita接辞Tyuが起こり、その接辞に附加辞tUTが附加され、 taddhita
接辞Tyu全体に A7.1.1 yuvor anakau （「鼻音である yuとvuの全体にそれぞれanaとakaが代置される」）
により anaが代置されて派生する語である（naktamのm音には A8.3.24 nas ca apadantasya jhaliにより
anusvara [rp.］が代置され、そのanusvaraには後続する t音の同類音である n音がA8.4.58 anusvarasya yayi 
parasavafl)aちにより代置される）。 A4.3.23はBhK5.65でも例証されており、そこではdivatanaの女性形で
ある div忌taniという語も使用されているが、 naktantanaという語は作品中で当該の BhK6.13でしか使用さ
れていない。
なお、当該の taddhita接辞TYuが担う意味に関しては次の規則が考慮される。 A4.2.92 se~e II （「これ

以降に規定される接辞は残余の意味で起こる」）残余（se~a）の意味とは、 A4ユ92 に先行する A 4.1.92 
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明が示唆するのは、雑多の部中の詩節にも pra恒n:iakaslokaと同じ役割があるということである。

そして実際に、 taddhita接辞導入規則A5.3.9を例証する BhK1.12はその役割を果たしている。

2.2. BhK 1.13: A 3.3.88 (krt接辞Ktri）と A4.4.20 (taddhita接辞maP）の例証

次に BhK1.13を見てみよう。ここでは同じ ]qt接辞と taddhita接辞の導入に基づいて派生する

語が二つ使用されている。

BhK 1.13: ni干rha中 gate（日）Q型空国主sabhyato~e

(b )Yilii出血karmal)ir可apatny功／

prafor hutocchi符amudarava中syas

tisr功prasotu中caturaちsuputran// 

報酬によって補佐人達が満足を覚える、［聖典の］規定を通じて実現される祭式が完

了した時、高貴な家系の生まれの三人の王妃は、四人の良き息子を生むために供物の

残物を食べた。

(a) dattrima （「報酬によって実現される［補佐人達の満足］」）と（b)vihitrima （「規定によって実現さ

れる［祭式］」）という二語の使用から、以下の二規則が当該詩節で例証されていることが分かる。

A 3.3.88 <;lvital). ktriJ:i // 

「〈行為） (bhava）または〈行為主体＞ (kartr）以外のkarakaが表示されるべき時、 J?U

をITとする動詞語根の後に]qt接辞Ktriが起こる」 37

A 4.4.20 trer mam nityam // 

「第三格接辞で終わり意味的に連関する、 ]qt接辞Ktriで終わる項目の後に、『xによっ

て実現されるもの』（tenanirvrttam）という意味でtaddhita接辞maPが必ず起こる」 38

(a) dattrimaは、 J?UをITとする動詞語根J?Uda向（dhatupa!ha111.9: J?U偏向<lane）の後に、〈目的〉

(karman）を表示する ]qt接辞KtriがA3.3.88により導入され、その Ktriで終わる項目の後に A

4.4.20により taddhita接辞maPが導入されて派生する語である。（b)vihitrimaも、 viに先行され

tasyapatyam、A4.2.37 tasya samiih功、 A4ユ68tena ni円~tam、 A4.2.69 tasya nivasaり、 A4ユ70adiirabhavas 
caで規定される意味以外の意味であり（MBhon A 4.2.92 [11.290.2-3]: apatyadibhyas caturarthaparyantebhyo 
y巴’nye’rth功sase~a与）、ここでは「x にあるもの」（tatrabhav功）という意味でtaddhita接辞Tyuが起こっ
ている （Sarvapathfnaon BhK 6.13: idaiμ nakta111 bhava111 naktantana111 pau~pa111 pu~pamaya111 dama malyam I 
tad ida111 diva bhava111 divatana111 dama）。 A4.3.53 tatra bhav功II（「A4.1.83 prag dlvyato’q以降に規定される
taddhita接辞は、第七格接辞で終わり意味的に連関する項目の後に、『xにあるもの』という意味で任意に
起こる」）
37 A 3.3.88には、 A3.3.18 bhave （「〈行為〉が表示されるべき時、動詞語根の後に~接辞 GHa肉が起
こる」）と A3.3.19 akartari ca karake sa句白yam（「名称語の領域であってもなくても、〈行為主体〉以外の
karaka が表示されるべき時、動詞語根の後に~接辞 GHa向が起こる」）からそれぞれ「〈行為〉が表示さ
れるべき時」（bhave）と「〈行為主体〉以外のkarakaが表示されるべき時」（akartarica karake）という条件
が継起する（KVon A 3.3.88: bhave’kartari ca karake iti vartate）。
38A 4.4.20 には A4.4.19ni円ぴte ’k~adyiitadibhyaり（「第三格接辞で終わり意味的に連関する ak~adyiita （「婁
子を使った賭け事」）群の項目の後に llxによって実現されるもの』という意味でtaddhita接辞thaKが任意
に起こる」）から nirv~te が継起する。 A 4.4.19 中の nirv~te という語は A4.2.68 tena nirv~tam により与えら
れる「xによって実現されるもの」（tenanirv~tam）という意味を指示する（BMon SK 1570: tena nirv~tam 
ity arthe qvitaりktriりitiktripratyayantan nitya111 mappratyayaりsyadity aはhaり）。

つ山つ山1
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る、 puをITとする動詞語根J!UdhaN(dhatupatha III. I 0: J!Udhii向 dhara9apo~a9ayo与）の後に〈目

的〉を表示する 1qt接辞KtriがA3.3.88により導入され、その Ktriで終わる項目の後に A4.4.20 

により taddhita接辞maPが導入されて派生する語である。なお、 BhK1.10でも 1qt接辞Ktriと

taddhita接辞maPの導入により派生する vipaktrima（「成熟によって実現される［知］、完成された

知」）という語が使用されている390 これら一連の表現によって、上記のlqt接辞導入規則A3.3.88 

とtaddhita接辞導入規則A4.4.20の例証が意図されていると考えてよいであろう。そして、これ

ら二規則も主題の部では扱われていない400

2.3. BhK 1.15: A 3.1.138 (kft接辞白）の例証

BhK 1.15では同じ 1qt接辞で終わる語が二つ使用されている。

BhK 1.15: iirc"fd dv討iifinparamartha（α）Yillii盈

(b）型坐垣空bhlltaga9iinnya~edhH I 

vidviin upane~ta ca tan svakiile 

yatir vasi~tho yaminarμ vari~thaり H

修行者達のうちで最上の感官制御者である賢者ヴアシシュタは、最高の真理を知る婆

羅門達に表敬し、［他者を］震えさせる悪魔集団を追い払い、彼ら（息子達）に相応し

い時期に彼らの入門式を行った。

(a) vinda （「［最高の真理の知識を］得ている［婆羅門］」）と（b)udejaya （「［他者を］震えさせる

［悪魔集団］」）という 1qt接辞Saの導入により派生する二語の使用から、当該詩節においてはその

導入を規定する以下の規則が例証されていることを知ることができる。

A 3.1.138 anupasargal limpavindadhariparivedyudejicetisatisahibhyas ca II 

「upasa培aに先行されない以下の動詞語根の後にlqt接辞Saが起こる。 1.tud群（第

6類）の動調語根lip（「塗る」）と vid（「得る」）、 2.NiCで終わる bhll群（第 l類）の

動詞語根dhr（「持つ、支える」）、 3.cur群（第 10類）の動詞語根Pr（「対岸へ渡す、～

できる」）、 4.cur群の動詞語根vid（「宣言する」）、 5.udに先行される、 NiCで終わる

bhll群の動詞語根司（「震えさせる」）、 6.cur群の動詞語根cit（「気付く」）、 7.NiCで

終わる動詞語根sat（「喜ばす」）、 8.cur群の動調語根sah（「耐える」）」

(a) vinda は、動詞語根vid（「得る」）の後にA3.1.138により lqt接辞むが導入されて派生する語

であり、（b)udejayaは、 udに先行され、 NiCで終わる動詞語根司（「震えさせる」）の後に同じく

A 3.1.138により lqt接辞Saが導入されて派生する語である。

A3.1.138は主題の部中の BhK6.78で扱われており、それ故、 BhK1.15でなされる A3.1.138

の例証はBhK6.78のそれと重複していることになる。しかしここで見過ごしてはならないのは、

BhK 6.78においてゆ） udejayaという語は使用されているが、（a)vindaという語は使用されてい

39vipaktrimaは、 viに先行される、 I_)UをITとする動調語根I_)UpacA$(dhatupa~ha 1.1045: I_)UpacA$ pake) 
の後に〈行為〉を表示する k~t 接辞 Ktri が A3.3.88により導入され、そのKtriで終わる項目の後にA4.4.20 
により taddhita接辞maPが導入されて派生する語である。なお、 pacのc音にはA8.2.30coりkuJ:itこより k
音が代置される。 A8.2.30 coりku与fl（「jhaLが後続する時またはpadaの最終要素である時、 c系列音にk
系列音が代置される」）
40さらに言えば、 vipaktrima、dattrima、vihitrimaとし追う表現はBhaffikavya中でBhK1.10とBhK1.13で
しか使用されていない。
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ない点である。上で見たように、 A3.1.138は九つの動調語根の後にlqt接辞Saが導入されるこ

とを規定している。従って、当該規則は計九種類の文法操作を規定していることになる。そのう

ち、 BhK6.78で扱われるのは、動調語根dhr（「持つ、支える」）、動調語根Pr（「対岸へ渡す、～

できる」）、そして叩iCで終わる ud吋の後に Saを導入する三つの文法操作（dharaya、paraya、［b]

ud司aya）であり41、動詞語根vidの後にむを導入する文法操作（［a]vinda）は扱われていない。

その意味において、 BhK1.15は主題の部で扱われない一つの文法操作を例証する役割を果たして

いると言える。

2.4. BhK 1.19-20: A 3.2.136 (krt接辞isnuC）と A5.2.140 (taddhita接辞yuS）の例証

次にBhK1.19-20を見てみよう。

BhK 1.19：紘hyanmunis tasya sivarμ samadher 

vighnanti rak~arp.si vane kraturμs ca I 

tani (la)dvi号adviryanirakari押us

tp:ie9hu ramal). saha lak~mal).ena II 

聖者は彼（王）に答えた。「膜想、は吉祥なるものです。しかし悪魔達が森で祭式を妨

害します。ラクシュマナと共に、敵達の力を退けることができるラーマに彼らを職滅

してほしいのです」

BhK 1.20: sa susruvおμstadvacanarμ mumoha 

(lb)raj竺塑翌些sutaviprayogamI 

(2a）坐盟型thak~itipa与（2b)8ubharμyur 

uce vacas tapasaku吋are早aII 

息子との別離に耐えられないその王は、彼の言葉を聞いて当惑した。すると、誇り高

き最上の修行者（ヴィシュヴァーミトラ）は、吉祥なる大地の守護者（王）に言葉を

かけた。

BhK 1.19-20では、 (1a) nirakari刊u（「［敵達の力を］退ける傾向にある［ラーマ］」）と (lb)asahi刊U

（「［別離に］耐えられない傾向にある［王］」）、及び（2a)aharμyu （「誇り高き［修行者］」）と（2b)

subharμyu （「吉祥ある［王］」）という同じ lqt接辞と taddhita接辞で終わる項目が二つずつ使用さ

れている。従って、それらの導入を規定する以下の二規則がBhK1.19-20において例証されてい

ると考えてよい。

(1) A 3.2.136 al拍lqiinirak匝prajanotpaco中atonmadarucyapatrapavrtuvrdhusahacarai~l).UC II 

「或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉、或る行為をなすことを義務とする〈行為

主体〉、または或る行為を上手になす〈行為主体〉が表示されるべき時、 alam喧tr•向（「飾る」）、

nir-a-k前（「退ける」）、 praサan（「生まれる」）、 ud-pac（「熟する」）、 ud-pat（「飛び上がる」）、

ud-mad （「狂う、酔う」）、動詞語根rue（「輝く、喜ばす」）、 apa-trap（「恥じる」）、動詞語根

vrtU （「起こる」）、 vrdhU（「増える」）、 s油（「耐える」）、 car（「動き回る」）の後に、 lqt接辞

i~l).UC が起こる」

41BhK 6.78: （α）竺竺笠型ku叩 UOnnil).iiiμ (b）堕笠竺凶dhituiμjanan I siikhibhir ha hatii bhiiyo ~伽yanam

(c）竺り笠~II （「ああ、一群の花を（α）聖主、［愛する者と別離する］人々を苦しめることが（b）主主、心の
(c）動揺を誘う樹々 は、私を酷く傷つける」）
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(2) A 5.2.140 aharμfabhamor yus // 

「第一格接辞で終わり意味的に連関する aham（「自我意識」）と fabham（「吉祥」）という

avyayaの後に42、taddhita接辞matUPと同じ意味で43、taddhita接辞yuSが任意に起こる」

(1 a) nirakari~i:iu は、 nir-a lこ先行される動詞語根lq（「退ける」）の後に、或る行為をなすことを傾

向とする〈行為主体） (tacchi1a）を表示する lqt 接辞 i~9uC が A3ユ136 により導入されて派生する
語であり、否定複合語（1 b) asahi~i:iu 中の sahi~9u は動詞語根 sah （「耐える」）の後に、同じく或る

行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉を表示する lqt 接辞 i~9uC が A 3.2.136により導入され
て派生する語である4＼また、（2a)aharμyuは、第一格単数接辞sUで終わる avyayaである aham 

（「自我意識」）という語の後に45、「xと関係するもの」を意味する taddhita接辞yuSがA5.2.140 

により導入されて派生する語であり、（2b)fabharμyuは、第一格単数接辞sUで終わる avyayaであ

るfabham（「吉祥」）という語の後に、同じく「xと関係するもの」を意味する taddhita接辞yuS

がA5.2.140により導入されて派生する語である。

BhK 1.20で例証される taddhita接辞導入規則 A5.2.140は主題の部では扱われてない。一方、

BhK 1.19で例証される lqt接辞導入規則A3.2.136は主題の部中の BhK7.2-4で例証されており、

そこでは当該の (la)nirakari~9u と（ Ib) asahi~9u の両語も使用されている460

2.5. BhK 1.22: A 5.2.102 (taddhita接辞yaT）と A4.4.116 (taddhita接辞yaT）の例証

次に注目すべきは BhK1.22である。

BhK 1.22: ghani号yatetena mahan vipak~a年

sthayi号yateyena ra9e purastat I 

ma marμ mahatman paribhiir (l）笠堕~

na madvidho nyasyati bharam (2）墾立空空／／

42ahamという avyayaは「自我意識」（ahali.同ra）を意味し、 :Subhamという avyayaは「吉祥」（:Subha）を意
味する（SK1946: aham iti mantam avyayam ahalikare I :Subham iti :Subhe I aharμyuりahalikaravanI :SubharμyuJ:i 
:SubhanvitaJ:i）。
43taddhita接辞matUPの導入は次の規則により規定される。 A5.2.94 tad asyasty asminn iti matup II （「第
一格接辞で終わり意味的に連関する項目の後に、『Xと関係するもの」または『Xが存在する場』という意
味でtaddhita接辞matUPが任意に起こる」）
44なおA3.2.136は支配規則A3.2.134 a kveJ:i tacchilataddhannatatsadhukari~u の支配下にあり、 A 3.2.136 
には「或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉、或る行為をなすことを義務とする〈行為主体〉、ま
たは或る行為を上手になす〈行為主体〉が表示されるべき時に」（tacchilataddhannatatsadh ukari~u）という
条件が継起する。本論2.6で引用する A3.2.167もA3.2.134の支配下にある規則である。
45avyayaと呼ばれる項目はA2.4.82 avyay瓦dapsup功（「avyayaに後続する女性接辞aPと名詞接辞（sUP)
にゼロが代置される」）により名詞接辞で終わる項目（subanta）と見なされる。そして、 avyayaと呼ばれ
る項目の後に導入される名詞接辞としては、一般に第一格単数接辞sUが想定される。 Pradfpaon MBh to 
A 1.1.38 (1.305 306): ... prathamatikrame karm:iabhavat prathamaya evaikavacanam avyayebhya utpadyate .. 
／（「．．．最初のものを飛び越して［次のものに行くことには］理由がないから、まさに第一格単数接辞が
avyayaの後に起こる。．．．」）。
46Bhk 7.3: nirakari~l)avo bhanurμ divarμ varti~l)avo ’ bhitaJ:i I ala白kari~l)avo bhantas ta<;iitvantas cari~l)avaJ:i II 

（「［その雲々は太陽の］光を遮り、空の両側にまで広がり、雷鳴を持って輝き、空を飾りながら動き回っ
ていた」）
Bhk 7.4: tan vilokyasahi刊uりsanvilalaponmadi~l)Uvat I vasan malyavati glasnii ramo ji刊uradh~~l)uvat II （「マー

リアヴット山に住むラーマはそれら（雲々）を見て、勝利を呼び込む者であるにもかかわらず弱り果て、臆
病者のようになり、［シーターとの別離に］耐えられなくなってまるで泥酔者のように嘆いた」）

に
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「戦場で先頭に立つであろう彼（ラーマ）は強敵を滅ぼすでしょう。高潔なる方よ、

私を軽視してはなりません。私のような［思慮深い］者は実践能力の無い者に最重要

の仕事を任せたりはしません」

当該詩節では、 (1)ayogya （「実践能力の無い者」）と（2)agrya （「最重要の［仕事］」）という taddhita

接辞yaTで終わる語が二つ使用されている。従って、ここではその接辞の導入を規定する次の二

規則が例証されていると考えられる。

A 5.1.102 yogad yac ca// 

「第四格接辞で終わり意味的に連関する yoga（「実践」）という語の後に、『xの能力が

あるもの』（tasmaiprabhavati）という意味で、 taddhita接辞yaTまたはtha向が任意に

起こる」 47

A 4.4.116 agriid yat// 

「第七格接辞で終わり意味的に連関する agra（「先頭」）という語の後に、『xにあるも

の』（tatrabhavary）という意味でtaddhita接辞yaTが任意に起こる」 48

否定複合語(1)ayogya中のyogyaは、第四格接辞で終わる yoga（「実践」）という語の後に、「xの

能力があるもの」を意味する taddhita接辞yaTがA5.1.102により導入されて派生する語である。

一方、（2)agryaは、第七格接辞で終わる agraという語の後に、「xにあるもの」を意味する taddhita

接辞yaTがA4.4.116により導入されて派生する語である49o taddhita接辞導入規則である上記の

二規則は主題の部では扱われていない500

2ふ BhK1.24: A 3.2.167 (krt接辞ra）の例証

次に BhK1.24を見てみよう。ここでは1qt接辞raが導入されて派生する語が三語も使用されて

いる。

BhK 1.24: aSirbhir abhyarcya muni与 k~itindrarµ

prltaちpratas出epunar asramaya I 

tarμ Pr~that功 pra号thamiyaya （日）盟盟Q

(b）型竺竺（c）坐竺stradhanuりkumiira与H

聖者は満足したので、祝詞を唱えて王に表敬し、再び草庵へ戻るべく出発した。王子

（ラーマ）は、凶悪な者達に向けられる、！埋めく矢をつがえた弓を持ち、［父に］お辞

儀して、前を行く彼（聖者）の後を追った。

47当該規則にはA5.1.101 tasmai prabhavati sant孟padibhy功（「第四格接辞で終わり意味的に連関する santapa
（「加熱」）群の項目の後に、『xの能力があるもの』という意味でtaddhita接辞白a向が任意に起こる」）から
t出maiprabhavati （「xの能力があるもの」）が継起する。ここでprabhavatiは「能力のあるもの」を意味する。
BM on SK I 765: tasmai prabhavati I caturthyantebh）叫saiptapadibhy功prabhavatityarthe ~ha白 syadity arth功／
saiptapaya prabhavafiti I fa紅白naippidayai faknofity arth功／（「tasmaiprabhavatiについて。第四格接辞で終わ
るsarμtapa群の項目の後に「能力があるもの』という意味でtha向が起こるべきである、という意味である。
sarμtapaya prabhavatiについて。敵達を苦しめることができる者（臼knoti）とし寸意味である」） TB on SK 
1765: samartha与臼ktaりprabhavafityucyate I （「能力あるもの（samarth功＝臼kta与）のことがprabhavatiという
語によって述べられている」）
48当該のtaddhita接辞yaTはA4.3.53 tatra bhava与により与えられる「xにあるもの」（tatrabhav功）とい
う意味を担う。
49従って、 agryaという語は語源的には「先頭にあるもの」を意味する。
50さらに言えば、作品中でyogyaという語は当該のBhK1.22でのみ使用されている。
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(a) namra （「［父に］お辞儀する義務のある［王子］」）、（b)hirμsra （「［他者を］傷つける傾向にあ

る者、凶悪な者」）、（c)dipra （「良く輝く［矢］」）という三語の使用から、回接辞raの導入を規定

する以下の規則が当該詩節で例証されていることは明らかである。

A 3.2.167 namikampismyajasakamahirμsadipo raち／／

「或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉、或る行為をなすことを義務とする

〈行為主体〉、または或る行為を上手になす〈行為主体〉が表示されるべき時、動詞語

根nam（「お辞儀する」）、 kamp（「揺れる」）、 smi（「微笑む」）、否定辞naNに先行され

る動詞語根jas（「行為をし続ける」）、動詞語根kam（「愛する」）、 hirμs（「傷つける」）、

dip （「輝く、燃える」）の後に lqt接辞raが起こる」

(a) namraは、動詞語根nam（「お辞儀する」）の後に、或る行為をなすことを義務とする〈行為主

体） (taddharma）を表示する切接辞raがA3ユ167により導入されて派生する語、（b)hirμsraは、
動詞語根hirμs（「傷つける」）の後に、或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体） ( tacchila）を

表示する lqt接辞raが同じく A3.2.167により導入されて派生する語、そして（c)dipraは、動詞語

根dip（「輝く、燃える」）の後に、或る行為を上手になす〈行為主体） (sadhukarin）を表示する lqt

接辞raが同じく A3ユ167により導入されて派生する語である。ここで、 A3.2.167における動詞
語根nam、hirμs、dipの提示順序と、それらの後に lqt接辞raを導入する文法操作をそれぞれ例証

する namra、hirμsra、dipraという語の詩節における配列順序が一致している点に注目すべきであ

る。このように、主題の部だけではなく雑多の部中の詩節にも規則例証に対するバッティの高い

美意識を見て取ることができる510

BhK 1.24で例証される A3ユ167は主題の部中の BhK7.23-24で扱われており、そこでは当該
の（a)namraと（c)dipraの両語も使用されている520一方（b)hirμsraという語は使用されておらず、

従って、 A3.2.167が規定する、動調語根hirμsの後に lqt接辞raを導入する文法操作は主題の部

では例証されていない。

2.7. BhK 1.25: A 3.2.134の支配下にある三規則の例証

最後にBhK1.25を取り上げたい。最初に述べたように、主題の部とは違って雑多の部では特定

の支配規則の支配下にある規則群が複数の詩節を使って順番に例証されることはない。しかし、

或る支配規則の支配下にあるいくつかの規則が一つの詩節において例証される場合がある。

BhK 1.25: prayasyataりpm:iy町 anaya(I）主竺

伽 asya(2）竺坐型mukhasya(3）坐些些／

traimatura与lqtsn吋itastrafastral:i

sadhrya白rata年五reyasilak~ma90 ’bhut// 

矢と剣を極めている雄々しきラクシュマナは［ラーマの］幸福に身を捧げるため、聖

なる森に行こうとする、勝利を呼び込む者にして輝かしい顔をしたラーマの付き人と

なった。

51規則例証に対するこのようなパッティの姿勢については川村［2013a:95-97, fn. 128］を見よ。
52Bhk 7.23: ta111 jagariik功 karye~u dandasukaripu111 kapiりIakampraip marutir dI戸a111namraりpravefayad
guham II （「任務を疎かにしない猿ノ、ヌーマットは正しくお辞儀しながら、悪魔達の敵である、動揺無き
輝かしい彼（ラクシュマナ）を洞窟に入らせた」）

円
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当該詩節において（1)ji明u（「勝利する傾向にある［ラーマ］」）、（2)roci刊u（「輝く傾向にある［顔］」）、

(3）品将加（「大胆な振る舞いをなす傾向にある［ラクシユマナ］」）という語形の類似した三語が使

用されていることから、ここではそれらを派生する以下の三規則が例証されていると考えられる。

(1) A 3ユ139gl可is血asca ksnu与H
「或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉、或る行為をなすことを義務とする〈行為

主体〉、または或る行為を上手になす〈行為主体〉が表示されるべき時、動詞語根glai（「嫌

になる、疲れる」）、 ji（「勝利する」）、 stha（「留まる」）、 bhU（「ある、生じる」）の後にlqt

接辞Gsnuが起こる」 53

(2) A 3.2.136 alaillq負niralqiiprajanotpacotpatonmadarucyapatrapavft:uvrdhusahacarai刊UCII 

「或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉、或る行為をなすことを義務とする〈行為

主体〉、または或る行為を上手になす〈行為主体〉が表示されるべき時、 alam-lq向（「飾る」）、

nir-a-lqN （「退ける」）、 praサan（「生まれる」）、 ud-pac（「熟する」）、 ud-pat（「飛び上がる」）、

ud-mad （「狂う、酔う」）、動調語根rue（「輝く、喜ばす」）、 apa－回p（「恥じる」）、動詞語根

vft:U （「起こる」）、 vrdhU（「増える」）、 s油（「耐える」）、 car（「動き回る」）の後に、 lqt接辞

i~1;iuC が起こる」

(3) A 3.2.140 trasigrdhidh将ik~ipe年 knu与／／

「或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉、或る行為をなすことを義務とする〈行為

主体〉、または或る行為を上手になす〈行為主体〉が表示されるべき時、動詞語根tras（「震

える」）、 grdh（「欲張る」）、 dh符（「大胆である」）、同ip（「投げる」）の後にlqt接辞Knuが

起こる」

(1) ji刊uは、動詞語根ji（「勝利する」）の後に、或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉を

表示する lqt接辞GsnuがA3ユ139により導入されて派生する語54、（2)roci刊uは、動調語根rue
（「輝く」）の後に、或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉を表示する加接辞 i~I).UC がA

3.2.136により導入されて派生する語、そして（3)dhr~I).U は、動詞語根 dhr~ （「大胆である」）の後

に、或る行為をなすことを傾向とする〈行為主体〉を表示する凶接辞KnuがA3ユ140により導
入されて派生する語であるお。

A 3.2.139、A3.2.136、A3.2.140はいずれも A3.2.134 a kvel,i tacchilataddharmatatsadhukari~u の

支配下にある規則である560 これら三規則は主題の部中の BhK7.2 (A 3ユ136）と BhK7.4 (A 

53A 3ユ139に挙げられる ksnuはA8.4.55 khari caにより gsnuのg音にk音が代置された語形である点に
留意すべきである（KVon A 3.2.139: gic caymμ pratyayo na kit I tena sthal,i ikaro na bhavati）。 A8.4.55 khari 
ca// （「音の連接の領域で、 khaRが後続する時、 jhaRにcaRが代置される」）
54jiに後続する Gsnuのs音にはA8.3.59 adefapratyayayoりにより号音が代置され、その号音に後続する n音
にはA8.4.lra号abhyfuμno平均samanapadeによりq音が代置される。 A8.3.59 adefapratyayayo与II（「音の連
接の領域で、 i叩またはk系列音に後続する、 padaの最終要素ではない、代置要素である s音と接辞中のs
音にmiirdhanyaが代置される」） A 8.4.1 ra号abhyaiμno早功samanapadeII （「音の連接の領域で、同一pada中
にある場合、 r音またはs音に後続する n音にn音が代置される」）
55dl明に後続する Knuのn音にはA8.4.1 ra~abhyaiµ no i:i功samanapadeによりq音が代置される。
56 A 3.2.134 a kve9 tacchTiataddharmatatsadhukari~u ／／（「ここから A 3.2.177 
bhrajabhasadhurvidyutorjipfiugravastuv功 kvipまでに規定される接辞は、或る行為をなすことを傾向
とする〈行為主体〉、或る行為をなすことを義務とする〈行為主体〉、または或る行為を上手になす〈行為
主体〉が表示されるべき時に起こる」）なお、この規則の支配下にある 1qt:接辞導入規則は本論2.4と2.6
で見たように BhK1.19-20 (A 3.2.136）と BhK1.24 (A 3.2.167）でも例証されている。
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3ユ139-40）で扱われており57、そこでは当該の（a)ji~i.iu、（b) roci~i.iu、（c) dhf~i.iu の三語も使用さ
れている。従って、 BhK1.25における上述の三規則の例証は、扱われる文法操作も含めて主題の

部におけるそれと重複していることになる。

3. 以上より、ノすツティが雑多の部でも特定の規則の例証のために特定の語を意図的に使用してい

ることは明らかであろう。その目的は何か。主題の部に対するジャヤマンガラの説明は、雑多の

部の詩節には主題の部で扱われない文法規則を可能な限り網羅する役割があることを示唆してい

る。そして、実際に第1章中にそのような役割を果たす詩節が存在することは注目に値する（BhK

1.10、BhK1.12-13、BhK1.20、BhK1.22）。さらにそこには、主題の部で扱われない文法操作を

例証する詩節も見受けられた（BhK1.15、BhK1.24）。雑多の部における規則例証は主題の部に

おけるそれを補助する役割を担っていると考えてよいであろう。

しかしその一方でb、文法規則や文法操作の例証が主題の部におけるそれと重複する場合もある点

には留意すべきである（BhK1.15、BhK1.19-20、BhK1.24-25）。その理由としては、パッティが

読者に対する教育的配慮からそれを意図的に重複させている可能性と期せずして重複してしまっ

た可能性を想定できるが、この二つの可能性について考察するためには雑多の部を構成する他の

章との比較検討が必要である。残る第2章から第5章第96詩節の考察が今後の課題となるであ

ろう。

規則を例証する表現

BhK 1.10: vipaktrima 

BhK 1.12: vedirp. parit功； abhital).

pradhiinam 

BhK 1.13: dattrima; vihitrima 

BhK 1.15: vinda; udejaya （重複）

BhK 1.19-20: nirak:ari号J.lll（重複）：

as油i~i.iu （重複）
BhK 1.20：油arp.yu;subharp.yu 

BhK 1.22: ayogya; agrya 

BhK 1.24: namra （重複） ; hirp.sra; 

dipra （重複）

BhK 1.25: ji刊u（重複）; roci~i.iu （重

複） ; dhr~i.iu （重複）

例証される規則 導入規定がなされる接辞

A 3.3.88とA4.4.20 lqt接辞 Ktriとtaddhita接辞

maP 

A5.3.9 taddhita接辞tasIL

A 3.3.88とA4.4.20 lqt接辞 Ktriとtaddhita接辞

maP 

A 3.1.138 lqt接辞Sa

A 3.2.136 lqt 接辞 i~QUC

A 5.2.140 taddhita接辞yuS

A 4.4.116とA5.2.102 taddhita接辞yaT

A 3.2.167 lqt接辞ra

A 3.2.139、A3.2.136、A lqt接辞Gsnu, i~i.iuC、 Knu

3.2.140 

57BhK 7.2: t仰叫仰向加i刑 narp.臼syanamamalarp. payal). I roci~9avaり savisphiirja mumuc町 bhinnavad

ghan碕／／（「雷鳴を轟かし燦然と輝く雲々は、まるで分離するかのように、実りある作物を利する清らか
な雨水を注いだ」）
Bhk 7.4: tan vilokyasahi~9uち sanvilalaponmadi押uvatI vasan malyavati glasnii ramo ji刊uradhf押uvat// （「マー
リアヴット山に住むラーマはそれら（雲々）を見て、勝利を呼び込む者であるにもかかわらず弱り果て、
臆病者のようになり、［シーターとの別離に］耐えられなくなってまるで泥酔者のように嘆いた」）
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付記前号論文の訂正表

昨年本誌に発表した拙論（川村［2013a］）中に修正すべき箇所が後日になって多数発見されたた

め、以下に正誤表を付す。本文の訂正箇所は頁数と行数、脚注の訂正箇所は頁数と脚注番号と行

数で示している。

頁・行

65.5 

65.7-8 

65.12 

69.16 

70.8 

73 (fn. 41.14; 41.20) 

74.7 

74 (fn. 41.27) 

75.1 

75.16 

76.15 

76.16 

77.11; 77.18 

78 (fn. 59.15) 

78 (fn. 59.16) 

79.8 

79 (fn. 62.6) 

79 (fn. 62.7; 62.9) 

79 (fn. 62.10) 

91.14-16 

91.22 

93.29 

94.11 

94.13 

94.18 

文

に
ニ

者

ニ

華

山

一
を

パ

用

品

、
使
作

て

語

た

し

言

し

証

い

図

例

し

企

い

を

正

を

ず

な

則

く

と

」

れ

れ

規

づ

こ

部

ら

ら

人

法

基

る

の

え

え

一

詩

文

に

す

噺

耐

耐

］

一

廷

・

学

示

明

に

に

文

正

一

宮

一

法

教

「

愛

愛

［

一

修

学

一

た

詩

一

い

と

一

て

学

品

一

し

法

作

一

布

文

た

一

流

、

し

一

時

て

図

一

当

し

企

一

び

証

を

］

一

家

及

例

と

文

一

法

則

に

こ

」

る

は

一

文

規

み

る

部

し

す

い

一

つ

法

巧

す

の

絶

絶

る

一

か

文

を

示

学

拒

拒

あ

一

人

・

等

教

美

を

を

語

誤

一

詩

一

辞

を

「

愛

愛

［

甘い言葉をかけながら

tam 

悪魔達に富を与えた

［ラーヴァナは］他人の妻達に甘い言

葉をかけながら

大地に水を与える象

「水」

罵倒

KA4.22やKλ3.148

行為名詞

RA 16-18 
三五
日口

語形

甘い言葉をかける

tat 

悪魔達に富を与える

他人の妻達に甘い言葉をかける［ラー

ヴァナ］

象達は地にマダ液を与えて

「マダ液」

罵声

KA3.148 

男性名詞

RA 3.16-18 

言葉

言葉

語形 ｜言葉や語形

この時、．．．とこのように語る為に雌｜この時、雌鹿の群れがそこ（森）から

鹿の群れがそこ（森）から王の下へ跳｜王の下へ跳んで行った。その様はまる

んで、行ったかのようであった

utpapata hari1.1孜副ambakam..・iva

bhiipatim’（「雌鹿の群れが王の下へ跳

んで行ったかのようだった」）

他の規則がない場合

自分達にところに家来達を行かせた（呼

び寄せた）

家来達に

［諸王は］

円
台

u
q
J
 

可
l
ム

で．．．とこのように語るためであるか

のようであった

‘utpapata hari1.1Ikadambakarp. vaktum it-

tham iva bhiipatim’（「雌鹿の群れが王

の下へ跳んで行ったのはこのように語

るためであるかのようであった」）

他の規則が適用されない場合

自分の家来達を行かせた

自分の［家来］達に

或る諸王は
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94.18 19 ｜ 持って来させたO 或る諸王は臣民｜ 持って来させ、臣民達に

達に．．．

94.21 ｜自分達のところへ家来達を行かせた（呼｜自分の家来達を行かせた

び寄せた）

94.23 家来達に 自分の［家来］達に

94.28 「家来」 「自分の［家来］」

95 (fn. 128.11) 対応する次の事柄を 対応する事柄を

95 (fn. 128.12) 反転により 反対に、

95 (fn. 128.34) 〈順序〉を欠く意味を持つもの 順序を欠いた形でその意味が理解され

るもの

95 (fn. 128.38) ｜それ（〈順序〉）を欠く意味を持つもの｜それ（順序）を欠いた形でその意味が

理解されるもの

96 （血.128.48-49) I ［最初に］述べられた多くの事柄と関 ［最初に］述べられた多くの事柄に合

係する、それに合わせた［対応する次 わせて［対応する事柄を］順番通りに

の事柄の］順番通りの提示が 提示することが

96 (fn. 128.65) 〈順序〉 〈列挙〉

96 (fn. 128.83) ai au ai, au 

97 (fn. 128.87) 文法家であると同時に詩人でもあった 詩人の教養として詩学を修得していた

はずの はずの

98.8 
I ［諸王は］ 或る諸王は

98.8 9 ．．．持って来させた。或る諸王は臣民 ．．．持って来させ、臣民達に．

達に．．．

100.16 師の助けを借りながら 教師の文法学的解説を通じて

100 (fn. 141.2) 〈解説〉を通じて［のみ］理解可能な 〈解説〉を通じて理解されるべき

100 (fn. 142.6-7) 良く構成され、．．．美しく繋がれてい ［修辞や詩的美質で］飾られ、．．．そ

るが故に、それは様々な言語使用を為 の優れた構成故に、それは［これから］

そうとする者達と言語使用を為してい 言語使用を為そうとする者達と［既に］

る者達に 言語使用を為している者達に

100 (fn. 142.8) ｜解脱の道を得ている驚くべきシヴァの ［矢の］発射方法を心得ている色彩豊

武器 かなシヴァの武器

100 (fn. 142.16) 語を特徴付けるもの 正語を特徴付けるもの

101.11 〈解説〉を通じて［のみ］理解可能な 〈解説〉を通じて理解されるべき

101.12-13 師の口を通じて［のみ］理解可能な 教師の口を通じて理解されるべき

101 (fn. 141.33) 師についてもらって同作品を学習する 教師の文法学的解説（vyakhya）を通じ

ことでその力を身に着け、 て文法学の知識と正しい言語運用を習

得し、

102.3 大規模な作品 大部の作品

103.26 モ日三子三日間必、 言語表現

103.27 あらゆる箇所でkavyaの要素を特徴と kavyaのあらゆる要素を知らしめるも

して持つものが のが
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sastrakavyaは人生の四目的に富み、全

ての人に教示を与える。［一方、］パッ

ティのkavyaやパウマカのkavya等は

kavyasastraと言われる

104 （白.1s3.1-4) Iクシェーメーンドラが．．本稿では立
ち入らない。

104 （白 1s6.3-4)I愛しい女の如きものとして教示との結
合をもたらす

105 （血.164.3-4) I即時の最上の歓喜、そして愛しい女の
如きものとして教示との結合をもたら

す

107 (fn. 168.1) 

107 (fn. 169.3) 

108.19-20 

109.8-9 

110.14 

111.39 

117.16 

118.3 

119.6 

120.18 

123.2 

［そして］彼らは、人生の四目的［に関す

る教示］を専らとしつつあらゆる事柄に

ついて教示を与えるものが臼strakavya

であり、パッティのkavyaやパウマカ

のkavya等はkavya錨straであると言う

（削除）

愛しい女にも等しき特徴を持って教示

を与える

即時の最上の歓喜をもたらし、愛しい

女にも等しき特徴を持って教示を与え

る

akavitvam I nakavitvam 

それが正しいものとして知られ、文法 lそれが文法学に従って正しく理解され、
学に従い、

抑えられた（取り除かれた）

具体的に示されおり

〈美文〉としての美

... Pata可ali(=BSPS 18-22, 28-33) 

Classical Sanskrit Literature 

Kiihnau 

Fifth 

Calcutta: K. Ray, 

Smallieval 

取り除かれた

具体的に示されており

〈美文〉としての条件

. Pata埼；ali,Edited by F. Kielhorn 
(=BSPS 18-22, 28-33) 

Classical Sanskrit Literature 

Kiihnau, Richard 

Fourth 

Third Edition. Calcutta, 

ル1edieval

（かわむら ゅうと、広島大学大学院・日本学術振興会特別研究員DC2［インド哲学］）
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